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～ひとりぼっちをつくらない能登に！～
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～障害のある人の SOS・相談 ―――――――――――――――――――――――――― 

―被災した障害のあるみなさんの相談に、対応できるよう、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

直前の 「金沢に線状降水帯発生」のニュース、今週

の活動はどうなることか? 不安と緊張の中でスター

トした第８クールでした。幸い天気予報は見事に外れ

連日晴天の中で活動ができました。 

 スタッフマネージャー以外はすべて初めての能登入

り、東京から参加のスタッフは震災支援初体験、新鮮

さと意欲に満ちた支援活動になりました。 

 

「避難所の生活は大変！」 たくさんお話ができました 

本日も決まった仕事、1 階はコーヒー豆のハンドピック、糸ほ

どき、紙ちぎり。2階は輪島塗箸の箱組み立てなどの作業を其々

がテキパキとやっていました。震災後から来ていなかった利用

者が 7月 3日、半年ぶりに顔を出し、利用者・職員はとっても嬉

しそうに迎え入れてました。「仕事していく～」「覚えてるか～」

「避難所は大変だった？」其々が次から次へと質問攻めにしてい

る姿が微笑ましく見え、これまでの皆さんの関係性が感じられま

した。また、市営住宅からの引っ越し・掃除の依頼が支援センタ

ーに入ったので、どれくらいの荷物か写真を撮りに行き、避難所

へ送った際、中を見学させて頂きましたが、段ボールの部屋はと

ても狭く避難生活の大変さを改めて感じました。沢山、話をする

中で、今回の相談に繋げられたのかもしれません… 
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～一日でも早く、いままでの生活に～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金          
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236               

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULR と QRコード 

ご両親は地震前に亡くなり家族の荷物や家財が大量にあるため、

独りではどこからどのように片付けて良いか分からず途方に暮れて

いる様子の A さん。最初は JDF のスタッフのそばで様子を見ている

だけでしたが、会話や要・不要の確認をするうちに、一緒に分別した

ものを袋に入れたり、ペットボトルや洗剤の中身を捨てたりすること

をお願いすると、躊躇なく動かれていました。「次はいつ来れるかの

連絡が欲しい」と訪問支援を心待ちにされているようでした。 

同じくご両親が地震前に亡くなり家族の荷物や家財を自ら少しず

つ片付けはしているが、地震で建物が歪み玄関が開かなくなったた

め荷物や家具を出せずにお困りだった B さん。部屋から直接出せる

よう一畳ほどの花壇を撤去したいとのご希望があり、草木を根こそぎ

取り除き、囲っていたレンガを敷いてちょっとしたアプローチにする

作業を、汗水流して一緒に行いました。また建物に空いた隙間から蚊

が入ってきて眠れないので、隙間を埋めたいとのご希望もあり、ご本

人による道案内でホームセンターまで資材を購入しに行き、高さ 3.5

ｍ程の隙間を埋めることができました。２か所とも完成した状態にと

ても満足していただけて、ホッとしました。会話も弾み、「一般の災害

ボランティアは部屋の片づけをやってもらえなかったが、JDF に来て

もらってとても助かっている。全国の人たちと交流もできる。」と嬉し

そうにされていました。 

第８クールからのメッセージ 

 天候にも、チーワークにも恵まれた「アッという間の一週間」でした。ご連絡いただくご要望、ご希望に
はできる限り応えてきました。その声が届くまでの不安や葛藤にも思いを馳せながら、これから続く長い

道のりを私たちも一緒に歩んでいきたい、そんな決意を新たにした一週間になりました。まだまだ続く支

援、たくさんの方々のご参加を！    第８クール一スタッフ一同 

途方に暮れる独り暮らし生活 希望の灯りになれば・・・ 
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